
 

高等部２年生活４グループ 学習指導案 
 

大阪府立和泉支援学校 

Ｔ１ 髙木 沙羅 

Ｔ２ 大門 和美 

 

１．日時       令和 5年 9月 20日（水） 第 5時限（13:20～14:10） 

２．場所       第 2学年 4組教室 

３．学部・学年・グループ   高等部 第 2学年 4グループ（9名） 

４．単元（題材）名  「都道府県について新聞を作成してみよう」 

５．単元（題材）目標 

  ・疑問に思ったことや興味関心をもった事柄について、調べてまとめようとしている。（知識・技能） 

  ・自分の考えや意見を他者に伝えようとしている。（思考・判断・表現） 

・課題内容を理解し、主体的に課題に取り組もうとしている。（主体的に学習に取り組む態度） 

＜和泉支援学校キャリアプランニングマトリックス＞ 

  ・情報への関心 ３段階 ①社会の様々な情報に触れ、興味・関心をもつ。 

６．児童生徒観 

・男５名、女４名からなる計９名のグループで、学習における課題の理解度や取り組むスピードには

ばらつきがある。また、他者とのコミュニケーションにおいて場面緘黙などの理由により、自分の

気持ちを言葉で表出することに課題がある生徒や、グループの輪に入って積極的に意見を伝えるこ

とに苦手意識がある生徒もいる。これらのことから、各自のペースで取り組むことができる課題を

中心に、意見の交換をするような場面では教員が間に入って各自の意見を共有することで、円滑に

課題に取り組みやすい。 

７．教材観 

  ・私たちが生活している日本という国及び各地域について学習することで、日本の各都道府県の名

称やそれぞれの位置、名産等についての知識を増やし、日本社会に生きる一人の社会人としての基

盤を築くことができると考える。その基盤は、高等部卒業後に地域の中の社会人として働いていく

ことになる生徒にとって、地域社会に対する愛情や地域社会の一員としての自覚をもつこと、地域

社会の人々と共に生きていくことの大切さについて考えるきっかけになると考える。 

８．指導観 

  ・新聞づくりという課題を設定することで生徒自身が興味をもった事柄について自分自身で調べる

ことになるため、より主体的に課題に取り組むことにつながる。さらに調べた内容をもとに新聞を

作成するためには、その内容を他者に伝えることを意識した表現にすることついても指導すること

で、コミュニケーション力の向上が期待される。 

  

 



 

９．単元（題材）の評価規準 

Ａ 知識・技能 Ｂ 思考・判断・表現 Ｃ 主体的に学習に取り組む態度 

①教科書やタブレット型 PC を適

切に利用し、課題を解決しよう

としている。 

②都道府県の位置や名称、名産、

ご当地グルメ等について知る。 

①自分の考えや意見を、他者に伝

えることを意識して文章や言葉

で表現しようとしている。 

②自分で調べたことをまとめて、

他者に伝えようとしている。 

①不明点は教員に尋ねながら、課

題に主体的に取り組もうとして

いる。 

②自分の興味・関心がある物事に

ついて自分で調べる。 

 

 

10．単元（題材）の指導と評価の計画（全 10時間、本時は第 9時） 

次 時 学習内容 学習活動 指導上の留意点 
評価規準 

（評価方法） 

１ 

１ 

・都道府県の位置・名

称についての学習① 

・タブレット型 PC や教科

書を用いて、プリントを

使った都道府県の位置・

名称に関する調べ学習に

取り組む。 

・タブレット型 PC や教科

書を用いて、生徒自身で調

べるように促す。 

・A①② 

２ 

・都道府県の位置・名

称についての学習② 

・タブレット型 PC や教科

書を用いて、プリントを

使ったと都道府県の位

置・名称に関する調べ学

習に取り組む。 

・タブレット型 PC や教科

書を用いて、生徒自身で調

べるように促す。 

・A①② 

３ 

・各都道府県の名産や

ご当地グルメについ

ての学習① 

・タブレット型 PC や教科

書を用いて、プリントを

使った都道府県各地の名

産やご当地グルメに関す

る調べ学習に取り組む。 

・タブレット型 PC や教科

書を用いて、生徒自身で調

べるように促す。 

・A①② 

４ 

・各都道府県の名産や

ご当地グルメについ

ての学習② 

・タブレット型 PC や教科

書を用いて、プリントを

使った都道府県各地の名

産やご当地グルメに関す

る調べ学習に取り組む。 

・タブレット型 PC や教科

書を用いて、生徒自身で調

べるように促す。 

・A①② 

２ ５ 

・都道府県についての

新聞づくりの題材決

め、内容の検討 

・47都道府県の中から１つ

決めて新聞記事にする内

容について考える。 

・47都道府県の中から１つ

決めて新聞づくりに取り

組めるよう、記事にする内

容について考えるように

促す。 

・A①・C② 



 

６ 

・都道府県についての

新聞づくりの内容に

ついての調べ学習 

・タブレット型 PC や教科

書を用いて、記事にする

内容やそれに関するイラ

スト、写真について調べ

る。 

・タブレット型 PC や教科

書を用いて、生徒自身で調

べるように促す。 

・A①・C② 

３ 

７ 

・都道府県についての

新聞づくり① 

・レイアウトを決めて新聞

を作成していく。 

・レイアウトを生徒自身が

決めることができるよう

にいくつかのパターンを

用意しておく。 

・B①・C① 

８ 

・都道府県についての

新聞づくり② 

・新聞を作成していく。 ・記事の漢字にはなるべく

ふりがなを書くように伝

える。 

・B①② 

４ 

９ 

・都道府県についての

新聞を読み、感想を伝

え合う 

・グループのメンバーが作

成した新聞を読み、感想

を感想用紙に記入し、他

者に伝える。 

・タブレット型 PC に各新

聞のデータを用意してお

き、教員と一緒に確認しな

がら読むように促す。 

・B① 

10 

・都道府県についての

新聞を廊下に掲示す

る 

・作成した新聞を廊下に掲

示する。 

・グループで協力して掲示

するように促す。 

・C① 

 

11．本時の展開 

  (1) 本時の目標 

    ・自分の意見や感想を他者に伝えることを意識して文章で表現することができる。 

    ・他者に自分の意見や感想を、伝えることができる。 

  (2) 本時の評価規準 

    ・自分の意見や感想を他者に伝えることを意識して文章で表現しようとしている。 

    ・他者に自分の意見や感想を、伝えようとしている。 

  (3) 本時で扱う教材・教具 

    ・タブレット型 PC、感想用紙 

  (4) 児童生徒の実態と本時の目標 

  ※省略※ 

  



  (5) 本時の学習過程 

時間 学習内容・学習活動 指導上の留意点及び支援の手だて等 評価規準（評価方法） 

３分 

 

導 

入 

・あいさつ、出欠確認 

・本時の流れの確認 

・日直によるあいさつを促す。 

・作成してきた新聞を各自で読み、感

想を伝え合うことを説明する。 

・感想を伝える際には、筆談もしくは

教員による代読も可能であることを

事前に伝えておく。 

 

42分 

 

展 

開 

・新聞を読む（1枚約3分） 

 

 

 

 

 

 

 

・2人ごとのペアになり、感想用紙

にお互いの新聞の感想を書く（約

10分） 

 

 

 

・感想用紙をもとに、お互い感想を

伝えあう（約5分） 

・タブレット型 PCに各新聞のデータ

を入れておき、１枚ずつ読んでいくよ

うに促す。 

・各新聞読み込み時間は約3分程度と

する。時間内に読み切らない生徒もい

ると考えられるため読み始めには、教

員が概要を説明しておく。 

 

・2人ペアを指定して感想用紙を配付

し、お互いの新聞について感想を書く

ように説明する。 

・時間内に書き終えた場合は、別の新

聞を選んで感想を書くように促す。 

 

・筆談で伝えることも可能であるこ

とを説明する。 

・B① 

5分 

ま 

と 

め 

・振り返り 

 

・あいさつ 

・どのような感想を書いて伝えたの

か、数名指名して発表するように促

す。 

・日直によるあいさつを促す。 

 

 

  



  (6) 教室配置等（正面を上にして、児童生徒や教員の位置、教材・教具の配置等を示す） 

 

 

  

黒板 

机 
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〇新聞
しんぶん

を読
よ

んで、感想
かんそう

を伝
つた

えてみよう。 

 

①２～３人
にん

のペアに分
わ

かれます。 

②タブレットを使
つか

って、新聞
しんぶん

を読
よ

みます。 

③感想
かんそう

用紙
よ う し

に、感想
かんそう

（面白
おもしろ

かったところ、初
はじ

めて知
し

れたこと、 

自分
じ ぶ ん

でも調
しら

べてみたいと思
おも

ったところなど）を書
か

きます。 

④相手
あ い て

に感想
かんそう

用紙
よ う し

を渡
わた

します。 

 

 

 

 

 

感想
かんそう

用紙
よ う し

   名前（              ） 

 

面白
おもしろ

かったところ 

                     

                     

                     

初
はじ

めて知
し

れたこと 

                     

                     

                     

自分
じ ぶ ん

でも調
しら

べたいと思
おも

ったところ 

                     

                     

                     

伝
つた

えたいこと（自由
じ ゆ う

に） 

                     

                     

                     

・相手
あ い て

に伝
つた

わりやすいことを意識
い し き

しましょう。 

・できるだけ具体的
ぐたいてき

に書
か

いてみましょう。 

・丁寧
ていねい

な字
じ

で書
か

きましょう。 

 


